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NuScale SMRについて
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 NuScale SMR： NuScale Power Module (NPM) 概要
 NuScale SMRプラントの特徴
 NuScale SMRプラントのこれまでの経緯および今後の予定
 日揮グループのNuScale SMR に関する取組
 参考： NuScale社 (NuScale Power, LLC) 概要
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NuScale SMRプラントの特徴（その1）
(1) 小型化かつ設計シンプル化により安全性、信頼性を向上
 炉心は自然循環冷却であり、冷却ポンプ不要
 受動的な安全設備を有し、非常用電源は不要、冷却水再供給は不要、運転員操作は不要
 事故時の炉心冷却は、原子炉プールにより冷却、プール水蒸発後は空気により冷却

非常時の炉心冷却

NuScale社プレゼン資料より抜粋
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 NuScale社への出資
 米国NuScale社に4千万米ドルを出資
 米国大手エンジニアリング会社 Fluor社と協業し、NuScale SMRプロジェクトに参画する

予定
 中長期的には国際市場でのSMRの EPC（設計・調達・建設）プロジェクトを受注・遂行し

ていくことを視野に入れ活動
 変動再生可能エネルギーの調整電源、および水素・アンモニア製造設備のカーボンフリー

電源のSMR利用も検討

 NExIP イニシアチブ「社会的要請に応える革新的な原子力技術開発支援事業」
 2019年度よりIHI/NuScaleとコンソーシアムを組み当該事業に参画

日揮グループのNuScale SMRに関する取組

(参考) 2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略 (令和2年12月25日) [SMR関連抜粋]

＜今後の取組＞
2020年代末の運転開始を目指す米英加等の海外の実証プロジェクトに連携した日本企業の取組に対し、
安全性・経済性・サプライチェーン構築・規制対応を念頭に置きつつ支援を行う。（以下略）
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 設立
 2007年（2011年 Fluor社が出資）

 従業員数
 400人

 事業内容
 NuScale 炉の開発、設計、ライセンス、O＆Mサービスの提供

 所在地：
 本社：オレゴン州ポートランド
 他オフィス：米国内4箇所、英国

 沿革
 2007年：小型モジュール炉の設計、商用化を目的に設立。
 2011年：Fluor社が出資
 2016年：米国原子力規制委員会NRCに設計認証DCを申請
 2020年：NRC設計証明完了（FSER発行済み）

参考： NuScale社 (NuScale Power, LLC) 概要

NuScale社より提供




